
最高な仲間と最後の運動会
三保小学校PTA（関連記事は裏表紙に）

№203　令和２年11月１日 来て!見て!住んで!来て!見て!住んで!

Yamakita
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… ここが聞きたい？決算審査
… 町三役と議会の期末手当削減へ
… おしゃべりCafe再開
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決算審査？？ここが
聞きたい？ １

日
目

公
共
施
設
に
お
け
る
太
陽
光

や
バ
イ
オ
マ
ス
等
の
検
討
結

果
は
。

環
境
課
長　

小
山
町
な
ど
か
ら

情
報
収
集
、
水
力
に
つ
い
て
は

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
構
か
ら
具

現
化
、
事
業
実
施
に
向
け
た
情

報
集
収
、
静
岡
県
で
は
ニ
コ
ニ

コ
水
力
発
電
を
見
学
し
、
今
年

度
に
は
庁
内
横
断
の
検
討
会
議

を
実
施
し
た
。

　

小
水
力
、
さ
く
ら
の
湯
、
ぶ

な
の
湯
の
ボ
イ
ラ
ー
に
つ
い
て

取
り
組
も
う
と
い
う
目
標
の
中

で
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
検
討

　
不
納
欠
損
額
の
増
加
の
要

因
は
。
ま
た
滞
納
整
理
等
の

取
り
組
み
状
況
は
。

※

不
納
欠
損
と
は…

滞
納
分
の
徴
収
金
が
徴
収
で
き

な
く
な
り
、消
滅
し
た
額
の
こ
と

町
民
税
務
課
長　

１
件
の
法
人

の
倒
産
が
大
き
な
要
因
で
あ

る
。
滞
納
金
額
が
多
い
場
合
に

は
分
納
を
勧
め
る
な
ど
、
経
済

状
況
に
合
わ
せ
た
納
付
計
画
で

完
納
に
至
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。

町
税
収
入

　
三
ケ
町
組
合
の
森
林
か
ら

搬
出
の
奨
励
金
を
活
用
し
搬

出
し
た
材
を
市
場
に
持
っ
て

行
き
赤
字
だ
っ
た
と
の
こ
と

だ
が
、
今
後
の
予
定
は
。

　
今
後
は
町
内
で
間
伐
材
を

活
用
で
き
な
い
か
。

農
林
課
長　

森
林
整
備
の
計
画

期
間
は
あ
と
２
年
あ
る
の
で
、

整
備
を
続
け
る
。

　

間
伐
材
の
搬
出
は
、
今
年
度

実
施
予
定
で
あ
り
、
利
活
用
は

環
境
課
と
調
整
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。

地
域
水
源
林
整
備

　
運
賃
収
入
が
年
々
減
少
し

て
い
る
が
対
策
は
。

　
ル
ー
ト
設
定
等
に
改
善
の

余
地
は
。

企
画
政
策
課
長　

利
用
者
、
運

賃
収
入
共
に
年
々
減
少
傾
向
で

あ
る
。

　

向
原
連
合
自
治
会
か
ら
運
行

ル
ー
ト
に
東
山
北
駅
前
広
場
を

加
え
る
要
望
が
あ
り
検
討
し
て

い
る
。

町
内
循
環
バ
ス

　
消
防
団
員
が
昨
年
度
よ
り

減
っ
て
い
る
。

今
後
の
消
防
団
の
あ
り

方
は
。

総
務
防
災
課
長　

令
和
元
年
度

に
消
防
団
あ
り
方
検
討
会
議
を

立
ち
上
げ
、
団
員
の
世
帯
加
入

率
や
平
均
年
齢
等
の
状
況
を
調

査
し
た
後
に
分
団
統
合
の
検
討

を
進
め
て
い
る
。

　

知
識
や
経
験
を
も
つ
消
防
団

Ｏ
Ｂ
を
活
用
し
た
機
能
別
消
防

団
員
の
導
入
に
つ
い
て
も
検
討

を
図
っ
て
い
る
。

消
防
団
活
動

さ
る
の
捕
獲
数
は
。

環
境
課
長　

３
頭
捕
獲
し
た
。

県
か
ら
の
許
可
頭
数
は
２
頭
な

の
で
２
頭
は
駆
除
、
１
頭
は
牙

を
剥
い
た
り
暴
れ
る
の
で
加
害

個
体
と
し
て
処
分
し
た
。

入
猟
承
認
手
数
料
が
増
え
て

い
る
が
要
因
は
。

環
境
課
長　

実
技
研
修
会
を
独

自
に
実
施
し
て
い
る
た
め
。
１

名
で
も
参
加
で
き
る
実
技
研
修

会
を
開
催
す
る
こ
と
で
参
加
者

を
増
や
し
て
い
る
。

猟
友
会
の
新
規
会
員
は
。

農
林
課
長　

令
和
元
年
は
会
員

50
名
、
令
和
２
年
で
は
53
名
に

増
加
し
て
お
り
最
近
は
町
外
の

方
の
会
員
が
増
え
て
い
る
。

国
の
捕
獲
の
補
助
制
度
が
利

用
さ
れ
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

農
林
課
長　

町
独
自
の
制
度
で

は
尻
尾
を
役
場
に
提
出
す
る
だ

け
で
頭
数
確
認
で
き
る
。

　

国
の
制
度
で
は
狩
猟
者
が
山

中
で
１
時
間
以
上
職
員
を
待
た

な
け
れ
ば
い
け
な
い
な
ど
、
規

制
が
厳
し
く
利
用
さ
れ
に
く
い
。

鳥
獣
害
対
策

児玉洋一決算特別委員会委員長

第３回定例会のあらまし
　令和２年第３回定例会を９月４日から１４日まで開催。

令和元年度の一般会計及び各特別会計・水道事業会計の決算を決算
特別委員会（児玉洋一委員長）で審議した。主な質疑は以下の通り。

令和元年度
一般会計歳出決算額 ５２億９７６９万円

　

砂
利
の
流
入
に
つ
い
て

は
、
入
っ
た
も
の
を
取
る
だ

け
で
は
、
抜
本
的
な
解
決
に

な
ら
な
い
。
県
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
て
対
策
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

※

浚
渫
と
は…

水
底
を
さ
ら
っ
て
土
砂
な
ど
を

取
り
除
く
こ
と

都
市
整
備
課
長　

砂
利
浚
渫
は

企
業
庁
及
び
町
で
実
施
し
て
い

る
事
業
で
町
と
し
て
は
３
万
㎥

を
、
企
業
庁
は
２
万
㎥
を
目
標

に
浚
渫
し
て
い
る
。

　

毎
年
企
業
庁
、
県
西
土
木
事

務
所
、
町
で
三
保
貯
水
池
保
全

事
業
連
絡
会
を
開
催
し
対
策
を

強
化
し
て
い
る
の
で
そ
こ
で
話

を
あ
げ
た
い
。

丹
沢
湖
の
砂
利
浚
渫

し
ゅ
ん
せ
つ

町の木材の有効活用を

町民の安心・安全を守る消防団員

町内の豊富な木材をぶなの湯で活用できるか？

町内に出没したサル（9月撮影）
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残り区画あとわずか。人気のヒルズタウン丸山みんなで食べる楽しい給食

　
住
ま
い
づ
く
り
応
援
制
度

の
成
果
は
。

　
ま
た
、
町
内
定
住
者
を
増

や
す
新
た
な
取
り
組
み
は
。

定
住
対
策
課
長　

新
築
祝
金
は

10
件
、
二
世
代
同
居
・
近
居
奨

励
金
は
９
件
、
空
き
家
活
用
助

成
金
は
１
件
の
実
績
が
あ
り
、

町
内
外
か
ら
の
定
住
者
も
少
し

ず
つ
増
え
て
い
る
。

　

今
後
も
、
町
の
特
色
を
活
か

し
、
県
の
移
住
セ
ミ
ナ
ー
の
参

画
や
、
他
市
町
と
も
連
携
を
し

な
が
ら
、定
住
者
増
加
に
向
け
、

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

２
日
目

定
住
総
合
対
策
事
業

　
対
象
地
区
の
拡
大
や
タ
ク

シ
ー
券
の
増
額
を
し
た
こ
と

に
よ
る
成
果
は
。

　
ま
た
今
後
、
町
内
全
体
の

公
共
交
通
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

福
祉
課
長

30
年
度
の
福
祉
タ

ク
シ
ー
券
交
付
数
は
１
５
７
世

帯
に
対
し
、
元
年
度
は
１
６
９

世
帯
、
利
用
額
も
約
１
５
０
万

円
か
ら
約
１
７
０
万
円
と
伸
び

て
い
る
た
め
、
一
定
の
成
果
は

あ
っ
た
と
考
え
る
。

副
町
長

町
と
し
て
は
、
福
祉

タ
ク
シ
ー
の
運
行
が
最
終
形
態

と
は
考
え
て
お
ら
ず
、
今
後
、

循
環
バ
ス
と
福
祉
タ
ク
シ
ー
の

組
み
合
わ
せ
な
ど
、
町
内
公
共

交
通
の
利
便
性
向
上
に
向
け
、

検
討
し
て
い
く
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
運
行
事
業

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

運
営
事
業
費
が
減
額
と
な
っ

た
要
因
は
。

　
持
続
可
能
な
学
校
運
営
を

図
る
た
め
、
更
な
る
事
業
推

進
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

学
校
教
育
課
長　

コ
ロ
ナ
禍
に

伴
い
、
開
催
予
定
で
あ
っ
た
委

員
会
が
中
止
と
な
っ
た
こ
と
に

よ
る
委
員
の
報
償
費
減
が
主
な

要
因
で
あ
る
。

教
育
長　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
に
な
っ
た
こ
と
で
、
保

護
者
や
地
域
の
方
も
参
画
し
、

学
校
運
営
に
対
し
て
承
認
を
受

け
る
仕
組
み
と
な
っ
た
。

　

現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小
中
学

校
で
学
校
運
営
協
議
会
を
設
置

し
て
い
る
が
、
今
後
、
持
続
可

能
な
学
校
運
営
を
図
る
た
め
、

一
貫
教
育
と
し
て
小
中
学
校
で

一
つ
の
協
議
会
と
す
る
構
想
も

考
え
て
い
る
。

　
英
語
補
助
教
員
設
置
事
業

の
実
績
と
成
果
は
。

教
育
長　

小
中
学
校
へ
各
１
名

ず
つ
英
語
補
助
教
員
を
配
置

し
、
国
際
理
解
教
育
を
進
め
て

い
る
。
授
業
も
か
つ
て
の
文
法

中
心
で
は
な
く
、
全
て
の
や
り

取
り
を
英
語
で
行
う
な
ど
、
日

常
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
で
き
る
レ
ベ
ル
ま
で
引
き
上

げ
て
い
き
た
い
。

学
校
運
営
事
業

　
使
用
料
が
減
額
と
な
っ
た

要
因
は
。

　
今
後
、
利
用
者
増
加
に
対

す
る
取
り
組
み
は
。

生
涯
学
習
課
長　

両
施
設
と

も
、
台
風
19
号
に
よ
る
断
水
や

コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
休
業
も
あ

り
、
減
額
と
な
っ
た
。

　

今
後
、
様
々
な
工
夫
を
講

じ
、
利
用
者
増
加
に
努
め
て
い

き
た
い
。

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
昨
年
10
月
か
ら
園
の
保
育

料
が
無
償
化
に
な
っ
た
が
、

給
食
事
業
で
は
、
今
ま
で
通

り
ご
飯
の
持
参
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
保
護
者
の
負
担
も

考
え
、
お
か
ず
に
加
え
、
ご

飯
も
提
供
す
る
考
え
は
。

副
町
長　

保
育
料
無
償
化
の

際
、
給
食
事
業
に
つ
い
て
も
検

討
し
た
。

　

園
の
給
食
に
つ
い
て
は
、
現

在
こ
ど
も
園
で
一
括
調
理
し
て

お
り
、
調
理
室
の
設
備
上
の
問

題
も
あ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
通

り
と
決
定
し
た
。

園
の
給
食
事
業

　

延
期
と
な
っ
た
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
次
年
度
開
催
に
向
け
た
取

り
組
み
は
。

企
画
政
策
課
長　

元
年
度
は
、

グ
ッ
ズ
製
作
や
庁
舎
内
に
ロ
ー

ド
レ
ー
サ
ー
の
展
示
な
ど
、
啓

発
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

今
後
は
、
次
年
度
開
催
に
向

け
、
大
人
も
子
ど
も
も
大
会
に

関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
企
画
を

考
え
て
い
き
た
い
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
事
業

国
民
健
康
保
険
税

　
国
保
財
政
の
安
定
化
の
た

め
、
滞
納
状
況
の
改
善
の
他

に
、
医
療
費
削
減
に
向
け
更

な
る
取
り
組
み
が
必
要
で
は
。

保
険
健
康
課
長　

年
２
回
の
医

療
費
通
知
や
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

差
額
通
知
等
に
よ
り
、
よ
り
一

層
、
健
康
づ
く
り
に
関
心
を
持

つ
よ
う
努
め
て
い
く
。

町
長　

山
北
町
は
国
保
税
算
定

に
あ
た
り
、
資
産
割
を
採
用
し

て
い
る
が
、
近
隣
で
は
縮
小
あ

る
い
は
廃
止
す
る
傾
向
で
あ
る
。

縮
小
し
た
分
は
所
得
割
等
、
他

の
算
出
方
法
へ
移
行
し
、
負
担

が
増
え
る
場
合
も
あ
る
。

　

今
後
も
、
山
北
町
に
と
っ
て

一
番
い
い
方
法
を
考
え
な
が
ら

運
営
し
て
い
き
た
い
。

特
別
会
計

　
不
用
額
が
大
き
い
が
、
が

ん
検
診
や
予
防
接
種
の
受
診

率
が
低
い
の
で
は
。

　
検
診
者
数
の
増
加
に
向
け

た
取
り
組
み
は
。

保
険
健
康
課
長　

希
望
さ
れ
る

方
全
員
に
受
診
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
余
裕
を
持
っ
た
予
算
と

し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
も
あ
り
、
検
診
結
果
が
伸
び

な
か
っ
た
こ
と
が
要
因
の
一
つ

と
考
え
る
。

　

も
っ
と
簡
単
に
検
診
が
受
け

ら
れ
る
先
進
事
例
も
研
究
し
な

が
ら
、
検
診
案
内
の
全
戸
配
布

な
ど
、
検
診
者
数
の
増
加
に
向

け
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

健
康
診
査
・
相
談
事
業

Let’s  Study  English.

開催が待ち遠しいオリンピック・パラリンピック



電子書籍システムの導入で新しい図書室運営を

歳入歳出 6965万円を追加
一般会計補正予算（新型コロナウイルス追加支援対策）

８月臨時会（８月３日）
（新型コロナウイルス追加支援対策）（新型コロナウイルス追加支援対策）

新しい

　生活
様式！！
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地
域
防
災
計
画
事
業
に
つ

い
て
、
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
配
布
時
期
は
。

　
ま
た
、
昨
年
の
台
風
19
号

の
災
害
情
報
な
ど
は
、
反
映

さ
れ
る
の
か
。

総
務
防
災
課
長　

県
の
告
示
が

完
了
次
第
、
策
定
に
入
り
年
度

内
に
完
成
予
定
な
の
で
、
配
布

は
４
月
以
降
の
可
能
性
も
あ
る
。

　

個
別
の
災
害
の
情
報
等
の
反

映
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

地
域
防
災
計
画
事
業

（
７
１
０
万
円
）

農
林
課
長　

コ
ロ
ナ
の
影
響

で
、
足
柄
茶
の
流
通
が
減
少
し

て
い
る
た
め
、
足
柄
茶
生
産
者

に
対
し
10
万
円
を
90
件
見
込
ん

で
い
る
。

足
柄
茶
生
産
奨
励
金
の
対
象

な
ど
、
具
体
的
な
取
り
組

み
は
。

主
な
質
疑

足
柄
茶
振
興
事
業

（
９
０
０
万
円
）

　
森
林
振
興
費
の
増
額
は
、

森
林
環
境
譲
与
税
に
よ
る
も

の
だ
と
思
う
が
要
因
は
。

　
ま
た
、
事
業
内
容
は
。

農
林
課
長　

昨
年
の
台
風
19
号

等
で
災
害
が
あ
り
、
災
害
に
強

い
山
づ
く
り
の
た
め
、
増
額
さ

れ
た
。

　

長
雨
で
痛
ん
だ
林
道
の
補
修

等
を
行
い
、
被
災
し
た
山
の
森

林
整
備
を
し
て
い
く
。

主
な
質
疑

林
業
促
進
事
業

（
６
９
２
万
円
）

　
主
な
議
題
は
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計
決
算
、
新
規
条
例
、
条
例
改
正
、
条
例
廃
止
、

補
正
予
算
、
発
議
、
人
事
案
件
な
ど
34
案
件
を
審
議
し
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
町
税
な
ど
減
収
の
見
込
み
で
は
あ
り
ま
す
が
、
国
か
ら
の
地
方
交
付
金
・
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
な
ど
に
よ
り
増
額
補
正
と
な
り
ま
し
た
。

＊
新
規
条
例
は
総
務
環
境
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審
議
さ
れ
ま
し
た
。（
12
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

＊
一
般
質
問
は
１
期
目
の
全
７
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。（
13
ペ
ー
ジ
〜
19
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

９月定例会（９月４日～１４日）

事　　業
林 業 促 進 事 業
足 柄 茶 振 興 事 業
地 域 防 災 計 画 事 業
町 道 災 害 復 旧 工 事
公共施設整備基金積立金

金　　額
６９２万円
900万円
710万円

2億8389万円
1億7000万円

内　　容
測量委託など
足柄茶生産奨励金（１０万円×９０件）
防災ハンドブック・防災マップ策定業務委託料
台風19号で被災した谷戸北畑線の復旧工事
計画している施設の積立金

　
電
子
書
籍
貸
出
シ
ス
テ
ム

導
入
の
貸
出
し
ま
で
の
流
れ

や
、
購
入
す
る
電
子
書
籍
の

内
容
は
。

生
涯
学
習
課
長　

電
子
書
籍
を

利
用
す
る
た
め
に
は
、
図
書
室

で
改
め
て
登
録
を
し
て
も
ら

い
、
携
帯
端
末
な
ど
で
書
籍
を

検
索
、
デ
ー
タ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
２
週
間
読
め
る
シ
ス
テ
ム

を
想
定
し
て
い
る
。

　

電
子
書
籍
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
所
蔵
し
て
あ
る
本
と
同
じ

も
の
な
ど
、
良
い
も
の
を
購
入

し
な
が
ら
デ
ー
タ
を
蓄
積
し

て
、
無
料
で
貸
出
し
て
い
く
。

主
な
質
疑

図
書
室
運
営
事
業

（
６
０
３
万
円
）

　
国
の
雇
用
調
整
助
成
金
は

受
給
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
聞

い
て
い
る
が
、
町
内
の
現

状
は
。

　
ま
た
、
運
用
方
法
は
。

商
工
観
光
課
長　

労
使
協
定
の

締
結
や
休
業
を
し
て
い
る
場
合

が
対
象
な
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
申

請
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

雇
用
対
策
助
成
金
は
、
従
業

員
の
雇
用
を
維
持
す
る
た
め
、

法
人
20
万
円
・
個
人
10
万
円
を

上
限
と
し
て
助
成
す
る
こ
と
を

考
え
て
い
る
。

主
な
質
疑

雇
用
対
策
助
成
金

（
２
３
８
７
万
円
）

事　　業
学 校 給 食 費 補 助 金
生涯学習センター維持管理事業

ミ ス ト 設 置 工 事 費

防災対策備品等整備事業

金　　額
１５４８万円
２６９万円

２８３万円

７２５万円

内　　容
５７８名分×６か月分補助
視聴覚ホールの換気システム改修工事
児童・生徒の熱中症対策（こども園・保育
園・幼稚園※三保幼稚園除く・小中学校）
避難所の間仕切り・段ボールベット他

歳入歳出 総額69億4531万円
補正予算 7億9931万円を追加

事　　業事　　業
注目事

業！！

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い

その他　　　　事業！！その他　　　　事業！！注目
お茶畑まで広がった土砂災害（谷ケ地区）
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感染症に伴う緊急支援感染症に伴う緊急支援感染症に伴う緊急支援

期末手当削減へ
三　役

町　長

副町長

教育長

削減率

25％

20％

削減額

114万円

使用目的

防災対策備品購入
・医療用ガウン
・災害備蓄マット
・サーモマネージャー

本
会
議
で
の
賛
成
反
対

　

前
回
、
町
三
役
の
６
月
期
末
手
当
削
減
案
が
否
決
と

な
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
三
役
だ
け
で
は
な
く

議
会
も
町
と
足
並
み
を
揃
え
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。
今
回
、
議
会
も
全
員
賛
成
で
は
な
い
が
報
酬

削
減
を
提
案
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
今
度
は
町
職
員

も
何
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

本
当
に
財
政
が
厳
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
町
全
体
で
報

酬
・
手
当
等
の
削
減
を
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
、
今

回
の
提
案
に
は
反
対
す
る
。

「
町
全
体
で
対
応
す
る
べ
き
」堀　

口　

恵　

一

反対

　

足
並
み
を
揃
え
る
と
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
に

向
け
、
議
会
も
両
輪
と
な
っ
て
コ
ロ
ナ
に
立
ち

向
か
っ
て
い
く
べ
き
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　

ま
た
、
町
職
員
の
給
与
削
減
に
つ
い
て
は
、

別
に
人
事
院
勧
告
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
た

め
、
議
会
が
介
入
す
る
案
件
で
は
な
い
と
考

え
る
。
今
一
番
重
要
な
こ
と
は
、
経
済
再
生

と
教
育
復
旧
に
向
け
た
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
対

応
で
あ
り
、
町
民
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

で
は
な
い
か
。

　

少
し
で
も
早
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
日
常

を
取
り
戻
す
べ
く
、
今
回
の
町
の
姿
勢
を
評

価
し
た
い
。

「
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
対
応
を
」

児　

玉　

洋　

一

　

議
会
と
し
て
何
か
で
き
な
い
か
と
の
模
索
は

５
月
よ
り
行
っ
て
き
た
。
ま
た
コ
ロ
ナ
対
策
に

お
い
て
町
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
と
い
う
こ
と

は
、
車
の
両
輪
と
し
て
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
有
事
の
際
に
は
当
然
の
事

と
考
え
る
。

　

職
員
給
与
に
つ
い
て
は
、
人
事
院
勧
告
も
な

い
中
で
、
議
会
の
関
す
る
問
題
で
は
な
く
、
全

く
の
的
外
れ
で
あ
る
と
思
う
。

　

三
役
の
期
末
手
当
削
減
に
つ
い
て
は
、
切
迫

し
た
状
況
の
中
で
少
し
で
も
財
源
を
確
保
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
は
十
分
理
解
で
き
、
町
の

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
姿
と
し
て
共
感
で
き
る
。

「
町
三
役
の
姿
勢
に
共
感
」

石　

田　

照　

子

賛成

避難所生活を支えるエコマット

庁舎入口で体温チェック
サーモマネージャー

町
三
役
の

削
減
条
例
提
案

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴
い
、町
三
役（
町
長
・
副
町
長
・
教
育
長
）

及
び
議
会
議
員
14
人
の
12
月
期
末
手
当
の
削
減
案
を
そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

　
削
減
率
は
、町
長
25
％
、副
町
長
・
教
育
長
は
20
％
と
し
、防
災
対
策
備
品
の
整
備
に
、

議
会
議
員
は
20
％
と
し
、
教
育
振
興
等
の
更
な
る
支
援
に
充
て
ま
す
。
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図書購入で読書週間

新型コロナウイルス新型コロナウイルス新型コロナウイルス

町三役と議会の
議
員
発
議
の
削
減
提
案

　

こ
の
発
議
の
使
途
に
反
対

で
あ
る
。ま
た
、報
酬
削
減
ど

こ
ろ
か
、増
額
す
べ
き
状
況
だ

と
考
え
る
。
政
務
活
動
費
が

な
い
の
で
議
員
活
動
は
個
人

負
担
で
あ
る
。議
員
の
活
動
を

保
障
す
る
た
め
に
も
報
酬
等

の
減
額
は
す
べ
き
で
は
な
い
。

「
議
員
活
動
の
保
障
を
」

堀　

口　

恵　

一

　

町
民
の
一
員
で
あ
る
議
員

が
町
民
に
支
援
す
る
こ
と
は
、

議
員
が
町
民
と
は
違
う
特
別

な
存
在
で
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

と
危
惧
さ
れ
る
。
議
員
は
町

民
の
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す

る
こ
と
が
大
き
な
役
割
で
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い

が
、
今
回
の
発
議
に
は
疑
問

が
残
り
反
対
す
る
。

「
議
員
は
町
民
の
一
員
」

清　

水　
　
　

明

本
会
議
で
の
賛
成
反
対

反
対

　

第
３
回
臨
時
会
で
、
町
三

役
の
期
末
手
当
削
減
案
を
否

決
し
た
。
町
の
財
政
状
況
が

明
ら
か
に
な
っ
た
今
回
は
、

学
校
教
育
や
子
ど
も
た
ち
に

役
立
て
る
た
め
に
も
、
本
案

件
に
賛
成
す
る
。

「
教
育
環
境
支
援
を
」

児　

玉　

洋　

一

　

コ
ロ
ナ
禍
で
町
民
生
活
に

大
き
な
影
響
が
及
ば
さ
れ
、

終
息
が
見
え
な
い
。
町
民
の

福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ

と
を
第
一
に
考
え
、
議
員
と

し
て
町
民
に
寄
り
添
う
姿
を

形
で
表
す
た
め
、
ま
と
ま
っ

た
財
源
を
確
保
す
る
本
案
件

に
賛
成
す
る
。

「
町
民
の
福
祉
向
上
を
」

瀬　

戸　

恵
津
子

賛
成

　　　　　「新型コロナウイルス感染症の影響
に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方財源の
確保を求める意見書」について議員発議がなさ
れ、全員賛成で可決された。
　地方自治体ではこの先、国からの地方税・地
方交付税等の大幅な減少により、地方財政が厳
しくなる状況が予想される。
　地域の実情に応じた安定的かつ持続的な行政
サービス提供のため、これまで通り、地方税財
源の確保・充実に向け、国及び国会に意見書を
提出するもの。

　
意
見
書
要
旨

一
．
地
方
の
財
政
運
営
に
必
要
な
地
方
税
・
地

方
交
付
税
を
確
保
・
充
実
す
る
こ
と
。

二
．
令
和
２
年
度
の
地
方
税
収
が
大
幅
に
減
少

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

万
全
の
減
収
補
填
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

三
．
地
方
税
の
政
策
税
制
は
、
積
極
的
な
整
理

合
理
化
を
図
り
、
新
設
・
拡
充
等
は
有

効
性
等
を
厳
格
に
判
断
す
る
こ
と
。

山北町議会から国へ意見書を提出

議　会

議　長

副議長

議　員

削減率

20％

削減額

190万円

使用目的

図書カード配布
３歳児から中学３年生までの
子どもたちへ2,500円分の図
書カードを配布

図書購入で読書週間

議 員
発 議
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議の結果

第３回定例会（９月４日～14日）
件　　　　名 審議結果 件　　　　名 審議結果

令和元年度山北町一般会計歳入歳出決算認定につ
いて

令和元年度山北町国民健康保険事業特別会計歳入
歳出決算認定について

令和元年度山北町後期高齢者医療特別会計歳入歳
出決算認定について

令和元年度山北町災害給付見舞事業特別会計歳入
歳出決算認定について

令和元年度山北町下水道事業特別会計歳入歳出決
算認定について

令和元年度山北町町設置型浄化槽事業特別会計歳
入歳出決算認定について

令和元年度山北町山北財産区特別会計歳入歳出決
算認定について

令和元年度山北町共和財産区特別会計歳入歳出決
算認定について

令和元年度山北町三保財産区特別会計歳入歳出決
算認定について

令和元年度山北町介護保険事業特別会計歳入歳出
決算認定について

令和元年度山北町商品券特別会計歳入歳出決算認
定について

令和元年度山北町水道事業会計利益の処分及び決
算の認定について

認　定

認　定

認　定

認　定

認　定

認　定

認　定

認　定

認　定

認　定

認　定

可決　
・認定

山北町一般職の任期付職員の採用等に関する条例
の制定について 
・一般職の任期付職員の採用等に関し必要な事項
を定めるもの

山北町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一
部を改正する条例の制定について
・山北町一般職の任期付職員の採用等に関する条
例制定に伴い改正するもの

山北町職員の育児休業等に関する条例の一部を改
正する条例の制定について
・山北町一般職の任期付職員の採用等に関する条
例制定に伴い改正するもの

山北町特別職の職員の給与及び旅費に関する条例
の一部を改正する条例の制定について
・新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、町
長、副町長及び教育長の期末手当（12月）を
減額する特別措置を実施するもの

山北町職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例の制定について
・山北町一般職の任期付職員の採用等に関する条
例制定に伴い改正するもの

山北町手数料条例の一部を改正する条例の制定について
・「行政手続における特定の個人を識別するため
の番号の利用に関する法律」の改正等により、
必要となる改正をするもの

山北町立の小中学校等の設置に関する条例の一部
を改正する条例の制定について
・令和3年4月1日に三保小学校が川村小学校に統
合されることに伴い、必要となる改正をするもの

山北町立学校給食共同調理場の設置等に関する条
例を廃止する条例の制定について
・令和3年4月1日に三保小学校が川村小学校に統
合されることに伴い、給食共同調理場が廃止さ
れるため条例を廃止をするもの

令和2年度山北町一般会計補正予算（第5号）
・主に新型コロナウイルス感染症対策等に伴い、
増額補正するもの

令和2年度山北町国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号）
・保険給付費と予備費を増額補正するもの

令和2年度山北町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）
・後期高齢者医療広域連合納付金と予備費を増額
補正するもの

令和2年度山北町下水道事業特別会計補正予算（第1号）
・下水道整備費と予備費を増額補正するもの

可　決

可　決

可　決

可　決
（賛成多数）

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決
（賛成多数）

可　決

可　決

可　決

第４回臨時会（８月３日）
件　　　　名 審議結果 件　　　　名 審議結果

令和2年度 山北町一般会計補正予算（第4号）
・新型コロナウイルス感染症対策等に伴い、増額   
　補正するもの

可　決

11

やまきたまち 議会だより令和 2年 11 月　№203

議案等審

☆賛成・反対があった議案（第３回定例会）

議 案 件 名

山北町特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

令和２年度山北町一般会計補正予算（第５号）

山北町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

※○は賛成、●は反対を表しています。府川輝夫議長は、採決に加わりません。

石
田
照
子

冨
田
陽
子

堀
口
恵
一

遠
藤
和
秀

児
玉
洋
一

清
水
　
明

瀬
戸
伸
二

瀬
戸
顯
弘

鈴
木
登
志
子

熊
澤
友
子

和
田
成
功

山
崎
政
司

瀬
戸
恵
津
子

○●●○○●○○○○○○○

○●●○○●○○○○○○○

○○●○○○○○○○○○○

議員名（議席順）

件　　　　名 審議結果 件　　　　名 審議結果

令和2年度山北町町設置型浄化槽事業特別会計補
正予算（第1号）
・予備費を減額補正するもの

令和2年度山北町山北財産区特別会計補正予算
（第1号）
・予備費を増額補正するもの

令和2年度山北町共和財産区特別会計補正予算
（第1号）
・財産区管理会費と予備費を増額補正するもの

令和2年度山北町三保財産区特別会計補正予算
（第1号）
・財産区管理会費と予備費を増額補正するもの

令和2年度山北町介護保険事業特別会計補正予算
（第1号）
・基金積立金、償還金及び還付加算金、国庫支出
金返納金、一般会計繰出金などを増額補正

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

令和2年度山北町商品券特別会計補正予算（第1
号）
・予備費を増額補正するもの

山北町教育委員会委員の任命について
・任期満了に伴い、委員を任命するもの
　「野地泰次」氏

山北町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関す
る条例の一部を改正する条例の制定について
・新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、議長、副
議長及び議員の期末手当（12月）を減額するもの

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政
の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意
見書の提出について
・地方税・地方交付税等の一般財源総額の確保・充
実が必要との意見書を国及び国会に提出するもの

令和元年度山北町の健全化判断比率及び資金不足
比率の報告について
・健全化判断比率及び資金不足比率を議会に報告
するもの

可　決

同　意

可　決
（賛成多数）

可　決

報告のみ

　

令
和
元
年
度
は
台
風
19
号
が
各
地
で
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
、
全
庁
挙
げ
て
対
応
に
追
わ

れ
た
。
年
が
明
け
る
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
と
、
か
つ
て
な
い
心
労
の
中
で
の
行
政
運

営
と
な
っ
た
こ
と
と
思
う
。
そ
の
よ
う
な
臨
時

的
な
歳
出
が
膨
ら
む
中
、
交
付
金
や
寄
付
金
制

度
の
活
用
な
ど
、
山
北
町
第
５
次
総
合
計
画
に

定
め
ら
れ
た
様
々
な
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
３
億
７
千
万
円
程
の
剰
余
金
を
生
み
出
す

こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
努
力
の
た
ま
も
の
で
あ

り
評
価
す
べ
き
点
で
あ
る
。

　

子
育
て
世
代
へ
の
対
応
で
は
、
公
園
整
備
、

特
別
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
、
台
風
19
号
に

よ
る
断
水
で
は
、
給
水
対
応
、
上
下
水
道
料
金

の
減
免
、
地
区
水
道
等
へ
の
復
旧
支
援
な
ど
町

民
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を
い
ち
早
く
実
施
し
た
。

　

交
通
弱
者
対
策
と
し
て
は
、
福
祉
タ
ク
シ
ー

の
対
象
地
域
や
金
額
の
見
直
し
な
ど
、
公
共
交

通
の
更
な
る
発
展
を
模
索
し
、
交
通
弱
者
の
交

通
確
保
に
努
め
る
な
ど
の
努
力
が
見
て
取
れ
今

後
に
大
い
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
町
民
の

福
祉
の
増
進
に
日
々
力
を
注
が
れ
た
三
役
を
は

じ
め
職
員
の
努
力
を
評
価
し
賛
成
討
論
と
す
る
。

本
会
議
で
の
賛
成

「
職
員
の
努
力
を
評
価
」

石　

田　

照　

子

令
和
元
年
度
一
般
会
計
決
算
に
お
け
る
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防災監の採用で更なる防災機能の強化を

　
今
回
採
用
さ
れ
る
防
災
監

の
職
種
と
他
の
任
期
付
職
員

の
職
種
の
違
い
は
。

総
務
防
災
課
長　

防
災
監
は
一

般
任
期
付
職
員
で
の
採
用
を
考

え
て
い
る
。

　

他
に
、
特
に
高
度
の
専
門
的

な
知
識
経
験
を
有
す
る
特
定
任

期
付
職
員
と
、
短
時
間
で
業
務

の
終
了
が
見
込
ま
れ
る
任
期
付

職
員
、
短
時
間
勤
務
職
員
に
区

分
し
て
い
る
。

　
今
後
、
防
災
監
以
外
に
専

門
的
な
知
識
を
有
す
る
者
を

採
用
す
る
考
え
は
。

総
務
防
災
課
長　

今
の
と
こ
ろ

防
災
監
以
外
は
考
え
て
い
な
い
。

　

採
用
事
例
と
し
て
、
大
き
な

訴
訟
を
抱
え
る
場
合
に
弁
護
士

を
雇
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。

　
防
災
監
は
退
職
自
衛
官
と

の
こ
と
だ
が
、
継
続
的
な
人

材
確
保
に
向
け
、
自
衛
隊
と

の
連
携
が
必
要
で
は
な
い

の
か
。

総
務
防
災
課
長　

自
衛
隊
と
は

年
１
回
の
情
報
交
換
を
行
っ
て

お
り
、
町
長
も
独
自
の
繋
が
り

が
あ
る
。

　

今
後
も
常
に
自
衛
隊
と
の
連

携
に
努
め
て
い
く
。

主
な
質
疑

こんな時は相談を
● 地域防災計画の作成をしたい
● 自主防災組織の運営や訓練をしたい
● 避難所運営の基礎知識を習得したい
● 災害に対する予備知識を知りたい　など…

　
近
年
、
全
国
各
地
で
頻
発
す
る
集
中
豪
雨

や
土
砂
災
害
、
地
震
な
ど
の
応
急
対
応
及
び

復
旧
・
復
興
の
た
め
、
防
災
の
専
門
的
な
知

識
・
能
力
・
経
験
を
有
す
る
職
員
。

　
元
自
衛
官
の
経
歴
を
活
か
し
、
防
災
対
策

の
専
門
家
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。

防災監ってなに？

任期付職員（防災監）採用等に関する条例制定

更なる防災機能の向上へ
新規条例

内　　容

高度の専門的な知識経験を有する者を一
定期間採用できる

専門的な知識経験を有し、実務経験を有効
に活用できるものを一定期間採用できる

一定の期間で業務終了が見込まれる場合、
能率的運営を確保するため、任期を定め
採用できる

短時間で業務終了が見込まれる場合、能率
的運営を確保するため、任期を定め採用で
きる

職　種

特定任期付職員

一般任期付職員

任 期 付 職 員

短時間勤務職員

任期

５年

５年

３年

３年

防
災
監
は
こ
こ
！
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原稿は、質問者本人が作成しています。

問再生可能エネルギー等の利活用を

和田  成功  議員

答実現化に向け前向きに進めていきたい

一
般
質
問

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

環
境
と
経
済
と
い
う
今
ま
で
は
対

立
・
矛
盾
す
る
と
さ
れ
て
き
た
も
の

が
一
体
化
し
、
地
域
の
経
済
循
環
の

促
進
な
ど
に
も
関
心
が
高
ま
り
17
の

ゴ
ー
ル
の
達
成
に
向
け
、
積
極
的
な

取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
今
、

当
町
と
し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

等
の
利
活
用
に
、
積
極
的
に
取
り
組

む
べ
き
と
考
え
質
問
す
る
。

問　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活

用
に
つ
い
て
、
進
捗
状
況
は
。

答　
令
和
２
年
６
月
、
庁
内
で
「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
検
討
会
議
」
を
設

置
し
導
入
の
可
能
性
に
つ
い
て
、調
査
・

研
究
を
進
め
て
い
る
。

　
「
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
」
に
つ
い
て

は
、
民
設
民
営
で
関
係
機
関
と
諸
条
件

等
の
調
整
を
始
め
て
い
る
。

　

ま
た
、「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
」
に
つ

い
て
は
、
町
有
温
浴
施
設
２
か
所
の
改

修
時
期
等
を
見
据
え
な
が
ら
検
討
を
始

め
て
い
る
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
現
化
に

向
け
て
、
ク
リ
ア
す
べ
き
様
々
な
課
題

が
あ
る
た
め
、
１
つ
ず
つ
整
理
し
な
が

ら
前
向
き
に
進
め
て
い
き
た
い
。

問　
脱
炭
素
型
の
地
域
交
通
モ
デ
ル

を
構
築
す
る
た
め
に
も
、
公
用
車
と
し

て
Ｅ
Ｖ
自
動
車
の
導
入
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
は
。

答　
Ｅ
Ｖ
自
動
車
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
様
々
な
観
点
か
ら
総
合
的
に
判
断

し
、積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　
今
後
の
事
業
者
支
援
策
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

答　
今
後
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を

受
け
て
い
る
町
民
の
生
活
を
支
援
し
、

消
費
を
喚
起
し
て
地
域
経
済
を
活
性
化

さ
せ
る
た
め
に
も
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
の
発
行
に
つ
い
て
検
討
す
る
と

と
も
に
、
商
工
会
な
ど
関
係
団
体
等
と

連
携
を
図
り
つ
つ
、
地
域
の
実
情
に
合

っ
た
支
援
策
を
考
え
実
施
し
て
い
く
。

問
継
続
的
な
経
済
支
援
策
を

答
地
域
の
実
情
に
似
合
っ
た

支
援
策
を
考
え
実
施
し
て
い
く

商店街団体による県の補助金を活用した
プレミアム商品券
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原稿は、質問者本人が作成しています。

堀口  恵一  議員

問山中湖と丹沢湖の連携強化と観光ルート見直しを
答 林道の観光ルートとしての活用について国、県へ要望していきたい

一
般
質
問

　
問

丹
沢
湖
を
富
士
五
湖
に
一
番
近

い
湖
（
人
造
湖
）
と
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
な

ど
何
か
山
中
湖
と
の
連
携
性
を
示
し
、

質
の
高
い
観
光
活
性
化
を
図
っ
て
は
ど

う
か
。

答　
静
岡
県
・
山
梨
県
・
神
奈
川
県

の
一
部
自
治
体
が
参
加
し
て
い
る
富
士

箱
根
伊
豆
交
流
圏
市
町
村
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
が
あ
り
、
観
光
情
報
の
共
有
を

定
期
的
に
図
っ
て
い
る
。　

　

こ
れ
ら
を
通
じ
て
域
内
の
交
流
を
積

極
的
に
進
め
て
い
く
。

　
令
和
２
年
３
月
24
日
、「
世
附
地

区
森
林
整
備
推
進
協
定
」(

町
、
県
、

国
、
民
間
会
社)

が
行
わ
れ
、
森
林

共
同
施
業
団
地
内
の
路
網
整
備
も
実

施
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
エ
リ
ア
は
認
定
県
道
７
２
９
号

山
北
山
中
湖
線
を
含
ん
で
お
り
、
こ

の
道
か
ら
途
中
西
南
方
向
に
分
岐
す

る
道
（
水
の
木
幹
線
林
道
）
が
県
道

山
中
湖
小
山
線
に
明
神
峠
で
合
流
す

る
。
現
在
小
山
町
側
、
山
梨
県
側
の

道
は
県
道
管
理
と
な
っ
て
お
り
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
コ
ー
ス

の
一
部
で
も
あ
り
、
観
光
道
と
し
て

よ
く
認
知
さ
れ
て
い
る
。　
　

　
ま
た
、
林
業
者
の
木
材
搬
出
、
間

伐
な
ど
が
効
率
よ
く
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
質
問
す
る
。

丹沢湖～山中湖間に想定出来る３ルート

想定する丹沢湖を通る東京からのルート

問　
「
東
京
〜
新
東
名
山
北
（
仮
称
）

Ｓ
Ｉ
Ｃ
〜
丹
沢
湖
〜
山
中
湖
」
の
ル
ー

ト
を
観
光
道
と
し
て
確
立
す
れ
ば
、
丹

沢
湖
を
見
て
か
ら
山
中
湖
、
河
口
湖
方

面
へ
行
く
観
光
客
が
見
込
め
る
。

ル
ー
ト
は
３
つ
考
え
ら
れ
る
。（
上
図

参
照
）

・
ル
ー
ト
１
は
県
道
７
２
９
号
で
切
通

　

峠
を
通
る
。（
切
通
峠
前
後
付
近
は
現

　

在
歩
き
道
の
み
）

・
ル
ー
ト
２
は
水
の
木
幹
線
林
道
と
同

　

じ
（
通
行
実
績
の
あ
る
ル
ー
ト
）

・
ル
ー
ト
３
は
ル
ー
ト
２
の
一
部
を
シ

　

ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
す
る
ル
ー
ト
。

　

先
ず
は
３
ル
ー
ト
共
通
で
あ
る
今
回

の
協
定
エ
リ
ア
内
の
浅
瀬
か
ら
西
へ
約

４
㎞
区
間
を
林
野
庁
管
理
林
道
か
ら
県

道
管
理
に
す
る
よ
う
に
話
を
進
め
て
は

ど
う
か
。

答　
林
道
を
山
中
湖
の
観
光
ル
ー
ト

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
難

し
い
と
思
う
が
、
必
要
に
応
じ
て
国
、

県
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。
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原稿は、質問者本人が作成しています。

問耕作放棄地、遊休農地の活用は

瀬戸  伸二  議員

イノシシに荒された稲田

オリーブ畑

答農地が持つ多面的な機能を発揮できるよう取り組む

一
般
質
問

　
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に
伴
い
、

耕
作
放
棄
地
や
遊
休
農
地
等
が
増
え

て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
開
通
に

よ
り
来
町
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

中
、
町
の
景
観
が
損
な
わ
れ
る
事
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
耕

作
放
棄
地
や
遊
休
農
地
を
ど
の
様
に

再
生
す
る
か
が
課
題
と
な
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
、
都
市
部
で
は
ベ
ラ
ン

ダ
等
で
家
庭
菜
園
を
楽
し
ん
だ
等
の

情
報
も
あ
る
。
都
心
に
近
い
当
町
に

お
い
て
、
農
業
を
通
し
町
の
関
係
人

口
の
増
加
に
繋
が
る
チ
ャ
ン
ス
と
考

え
以
下
質
問
す
る
。

問　
町
は
、
耕
作
放
棄
地
や
遊
休
農

地
の
活
用
を
ど
の
様
に
考
え
る
か
。

答　
町
で
は
農
業
委
員
会
と
連
携
し

耕
作
放
棄
地
や
遊
休
農
地
の
情
報
を
掘

り
起
こ
し
、
利
用
調
査
を
行
い
所
有
者

自
ら
が
耕
作
を
す
る
よ
う
促
す
。

問　
町
は
、
オ
リ
ー
ブ
栽
培
を
推
奨

し
て
い
る
が
、
現
在
の
山
北
の
オ
リ
ー

ブ
栽
培
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し

て
い
る
か
。

　
　
　
　

答　
台
風
な
ど
の
倒
木
被
害
等
に
よ

り
、
こ
こ
２
年
間
は
出
荷
量
が
芳
し
く

な
い
状
況
だ
が
、
今
後
は
補
強
材
の
斡

旋
な
ど
に
よ
り
収
穫
量
の
確
保
を
考
え

て
い
く
。

問　
Ｊ
Ａ
か
な
が
わ
西
湘
で
は
、
レ

モ
ン
栽
培
を
２
市
８
町
で
推
奨
し
て
い

る
。
町
は
Ｊ
Ａ
と
協
力
し
て
レ
モ
ン
栽

培
を
推
奨
す
る
意
思
は
あ
る
か
。

答　
令
和
２
年
度
の
農
林
施
策
・
予

算
要
望
で
、
レ
モ
ン
栽
培
の
支
援
の
要

望
が
あ
り
、
Ｊ
Ａ
と
の
連
携
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
図
っ
て
い
く
。

問　

鳥
獣
被
害
は
農
業
生
産
者
に

と
っ
て
最
大
の
頭
痛
の
種
で
あ
る
。
町

は
広
域
で
認
証
ジ
ビ
エ
に
取
り
組
む
予

定
と
聞
い
て
い
る
が
進
捗
状
況
は
。

答　
令
和
２
年
１
月
か
ら
足
柄
上
地

区
食
肉
処
理
施
設
整
備
検
討
会
を
立
ち

上
げ
て
、
１
市
５
町
で
検
討
を
続
け
て

い
る
。

問　
生
産
物
保
護
の
た
め
に
、
電
気

柵
へ
の
助
成
金
を
増
額
す
べ
き
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

答　
検
討
す
る
。
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16原稿は、質問者本人が作成しています。

冨田  陽子  議員

問やまきた子ども知っ得キャンペーンを
答前向きに検討していきたい

一
般
質
問

　
問　
子
ど
も
た
ち
へ
町
内
で
使
え
る

観
光
補
助
券
と
地
図
付
き
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
配
布
し
、
子
ど
も
・
商
工
観
光
業
・

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
へ
メ
リ
ッ
ト
と
な
る

よ
う
な
「
や
ま
き
た
子
ど
も
知
っ
得
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
た
ら
ど
う
か
。

答　
子
ど
も
た
ち
が
安
心
に
遊
べ
る

場
を
作
る
こ
と
は
、
町
内
経
済
の
活
性

化
や
感
染
症
の
拡
大
防
止
と
い
う
観
点

か
ら
も
大
変
有
意
義
だ
と
考
え
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収
束
が

見
え
な
い
中
で
、
子
ど
も
た
ち
が
外

出
自
粛
や
校
内
の
行
事
の
中
止
で
、

学
ぶ
機
会
や
外
へ
出
る
機
会
が
失
わ

れ
、
安
心
し
て
遊
べ
る
場
が
な
い
こ

と
や
、
商
工
観
光
業
へ
の
打
撃
は
深

刻
で
あ
る
。

　
こ
の
状
況
を
ふ
ま
え
、
従
来
の
視

点
を
転
換
し
、山
北
町
内
で
の
経
済
・

人
の
循
環
を
図
る
こ
と
が
、
今
後
の

町
づ
く
り
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と

考
え
、
質
問
を
す
る
。

大人気の薪割り体験 あまりしられていない魅力的な沢登りを子どもたちに

問　
地
図
付
き
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作

成
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
山
北
全
体
が

可
視
化
さ
れ
、
将
来
の
町
づ
く
り
の
基

盤
と
な
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
の

対
応
に
は
時
間
を
要
す
る
た
め
、
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
等
を
活
用
し
て

い
き
た
い
。

キャンペーンのメリット
● 商店や買い物などの飲食を促進　
● 感染者数ゼロで安心
● 体験学習や観光を通して自然や文化を子どもたちへ伝達
● 町の魅力に触れることで、自分の住んでいる町を誇りに思う
● 誇りに思うことでUターンしたり将来的に関係人口が増えたり
人口減少に歯止めがかかる

キャンペーンの内容
● 町内の０～18歳の子どもたちへ観光補助券配布
● 町内の商店、飲食店、観光名所及び、個人や団体、
企業が行う自然体験(※)も掲載した地図付きパ
ンフレットを作成し補助券と共に配布

（※）例：沢登り、丹沢湖SUP、カッティングボード
作り、紙漉き体験、森林活動など
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原稿は、質問者本人が作成しています。

問テレワーク移住希望者を定住対策のチャンスに

山崎  政司  議員

答移住・定住人口増加に向けて取り組む

一
般
質
問

　
山
北
町
の
人
口
は
、
現
在
一
万
人

程
度
ま
で
減
少
し
、
行
政
だ
け
で
な

く
町
民
に
と
っ
て
も
最
大
の
懸
念
事

項
と
な
っ
て
い
る
。

昨
年
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
伴
い
、各
企
業
は
、勤
務
体
制

を
見
直
し
テ
レ
ワ
ー
ク
等
を
導
入
し

て
お
り
、政
府
も
働
き
方
改
革
を
提

唱
し
て
感
染
防
止
を
進
め
て
い
る
。

　
都
市
部
で
は
感
染
リ
ス
ク
が
高
い

傾
向
に
あ
る
事
か
ら
、
企
業
を
は
じ

め
従
業
員
に
も
意
識
の
変
化
が
見
ら

れ
、
地
方
へ
の
移
住
に
目
を
向
け
る

人
が
増
加
し
て
い
る
。

　
地
方
に
と
っ
て
も
定
住
人
口
誘
致

の
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
こ
の

機
会
を
逃
す
こ
と
が
な
い
よ
う
あ
ら

ゆ
る
手
立
て
を
駆
使
し
定
住
対
策
に

繋
げ
る
べ
き
と
考
え
質
問
す
る
。

問　
現
在
計
画
を
進
め
て
い
る
水
上

住
宅
の
活
用
予
定
は
。

答　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
設
備
を
設
置

す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
る
た
め
、

テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
う
方
に
つ
い
て
も
入

居
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
と
考
え

て
い
る
。

問　
丸
山
地
区
の
宅
地
分
譲
地
及
び

企
業
誘
致
用
地
の
販
売
契
約
状
況
は
。

答　
今
年
の
５
月
以
降
急
激
に
契
約

締
結
が
増
加
し
、
28
区
画
中
24
区
画
が

契
約
成
立
と
な
り
、
現
在
３
区
画
に
つ

い
て
商
談
中
で
あ
る
。

　

宅
地
分
譲
地
を
購
入
し
た
方
の
中
に

は
、
仕
事
が
テ
レ
ワ
ー
ク
に
な
っ
た
こ

と
で
購
入
を
決
め
た
と
い
う
話
も
伺
っ

て
い
る
。

問　
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

開
通
を
見
越
し
た
、
今
後
の
情
報
発
信

に
向
け
た
予
定
は
。

答　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
だ
け
で
な

く
、
移
住
セ
ミ
ナ
ー
や
移
住
フ
ェ
ア
を

な
ど
、
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
情
報
発

信
を
行
い
、
移
住
・
定
住
人
口
の
増
加

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

水上住宅建設予定地
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問空き家の老朽化対策と利活用による定住促進を
答空き家バンクへの登録促進に努める

一
般
質
問

　
山
北
町
で
は
、
少
子
高
齢
化
や
人
口

減
少
の
た
め
、
空
き
家
は
急
速
に
増
え

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
家
屋
は
人
が
住
ま
な
く
な
る
と
、
劣

化
が
早
く
進
ん
で
し
ま
う
。
そ
の
よ
う

な
状
態
に
な
る
ま
え
に
、
何
ら
か
の
手

だ
て
を
打
つ
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
適
正
に
維
持
管
理
さ
れ
て
い
な
い
空

き
家
は
、
老
朽
化
等
倒
壊
に
よ
る
、
被

害
を
与
え
る
ほ
か
、防
犯
、衛
生
環
境
、

景
観
等
住
民
に
深
刻
な
影
響
を
お
よ
ぼ

す
と
考
え
質
問
す
る
。

原稿は、質問者本人が作成しています。

問

利
活
用
さ
れ
な
い
放
置
空
き
家

の
管
理
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
る
か
。

答　
町
内
に
相
当
数
存
在
し
て
い
る

放
置
空
き
家
に
係
わ
る
行
政
の
役
割

は
、
所
有
者
自
身
に
よ
る
売
却
や
自
主

解
体
等
を
促
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

放
置
さ
れ
た
空
き
家
と
い
え
ど
も
、

基
本
的
に
は
当
該
所
有
者
の
私
有
財
産

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
管
理
責
任
は
所
有

者
に
あ
り
、
適
切
な
管
理
を
促
す
こ
と

を
主
軸
と
し
て
対
策
を
講
じ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
問
「
空
家
等
対
策
計
画
」
が
策
定

さ
れ
、
そ
の
後
の
取
り
組
み
状
況
及
び

成
果
は
。

答　
「
山
北
町
空
家
等
対
策
計
画
」

は
、
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、
対
象
と

な
る
物
件
を
特
定
空
家
に
認
定
し
、
所

有
者
に
対
し
適
正
に
管
理
を
す
る
こ
と

を
指
導
、
助
言
す
る
。
昨
年
度
は
４
件

応
じ
た
。

　

庁
内
関
係
所
属
で
構
成
す
る
「
放
置

空
家
対
策
検
討
会
議
」を
進
め
て
い
る
。

問　
空
き
家
バ
ン
ク
の
取
り
組
み
状

況
及
び
成
果
は
。

答　
こ
れ
ま
で
の
11
年
間
で
１
９
５

件
の
物
件
登
録
が
あ
っ
た
。
成
果
と
し

て
は
、
１
７
２
件
３
８
６
名
の
利
用
が

あ
り
、
こ
の
う
ち
88
件
１
７
４
名
の
方

が
町
外
か
ら
移
住
す
る
と
い
う
一
定
の

効
果
が
出
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
空
き
家
活
用
助
成
金
制
度
の
実

績
及
び
効
果
は
。

答　
助
成
金
利
用
実
績
は
18
件
で
、

内
17
件
が
町
外
か
ら
の
転
入
者
の
利
用

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
転
入
理
由
の
一

つ
に
も
な
っ
て
い
る
。

空き家バンク登録家屋（岸地区）

空き家

空き家

遠藤  和秀  議員
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問
尾
﨑
好
美
さ
ん
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

出
場
記
念
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
開
催
を

答
丹
沢
湖
畔
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

記
念
碑
を
設
置
し
、功
績
を
称
え
て
い
る

丹沢湖畔の尾﨑さん記念碑

原稿は、質問者本人が作成しています。

問コロナウイルス禍の学校の状況は
答感染症対策および心のケアの両面に配慮している

一
般
質
問

問　
あ
る
調
査
で
市
区
町
村
の
約
半

数
の
教
育
長
が
学
習
進
度
が
遅
れ
て
い

る
と
答
え
て
い
る
。
当
町
の
状
況
は
。

答　
町
で
は「
概
ね
遅
れ
て
い
な
い
」

と
考
え
て
い
る
。
年
度
内
に
は
、
す
べ

て
の
学
習
内
容
に
つ
い
て
実
施
で
き
る

計
画
を
立
て
て
い
る
。

問　
今
後
も
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
精

度
の
向
上
が
重
要
と
考
え
る
が
、
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
に
つ
い
て
の
検
証
は
な
さ

れ
て
い
る
か
。

答　
ゼ
ロ
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

だ
が
、
各
学
校
で
工
夫
・
改
善
を
行

い
、
実
践
を
積
み
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

問　
マ
ラ
ソ
ン
ま
た
は
ジ
ョ
ギ
ン
グ

コ
ー
ス
の
設
定
は
そ
の
後
ど
う
進
ん
で

い
る
の
か
。

答　
当
町
に
お
け
る
道
路
事
情
等
か

ら
、
安
全
面
を
第
一
に
考
慮
し
て
の
コ

ー
ス
設
定
は
困
難
な
状
況
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
町
内
で
の
コ
ー

ス
の
設
定
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

問
「
足
柄
峠
越
え
」
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ー
ス
が
人
気
を
集
め
て
い
る
が
、
こ

の
コ
ー
ス
を
利
用
し
て
尾
﨑
好
美
さ
ん

の
冠
大
会
を
開
催
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答　
尾
﨑
さ
ん
の
所
属
先
に
問
い
合

わ
せ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま
で
選
手
の
氏

名
を
冠
づ
け
し
た
大
会
の
実
績
は
な

く
、
手
続
き
の
面
、
費
用
の
面
、
会
社

の
方
針
が
定
ま
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
か
ら
現
時
点
で
の
開
催
は
難
し
い
と

考
え
て
い
る
。

清水  明  議員

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
深

刻
さ
を
増
し
て
い
る
。
夏
休
み
明
け

の
学
校
で
子
ど
も
た
ち
の
安
心
・
安

全
・
学
び
の
権
利
が
保
障
さ
れ
て
い

る
と
は
言
い
が
た
い
状
況
に
あ
る
。

保
護
者
の
心
配
も
そ
こ
に
あ
る
。
子

ど
も
た
ち
の
学
ぶ
権
利
の
観
点
か
ら

質
問
す
る
。

　
問　
夏
休
み
明
け
の
子
ど
も
た
ち
の

「
心
の
ケ
ア
」
が
大
切
で
あ
る
と
思
う

が
、
対
策
は
。

答　
学
校
再
開
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か

ら
長
期
休
業
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
結
果
を
も

と
に
職
員
全
体
で
支
援
し
て
い
く
体
制

を
取
っ
て
い
る
。

日向活性化施設にある
顕彰碑
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　コロナの影響で３月より中断していました「おしゃ
べりカフェ」が、７月より再開しました。７月８月は
密を避けるため、議員控室に設置されたミーティング
ルームにおいて、予約制で実施しました。７月は３名、
８月は１団体４名の方に出席をいただきました。

再開しました！！

IN
ミーティングルーム

　町議会では、皆さまとの意見交換の場を増やす
ことを目的に「おしゃべりCafe」を開催しています。
　気軽にお立ち寄り頂き、皆さまの『声』をお聞
かせください。

日時：11月20日（金） 13：30～15：30
場所：清水ふれあいセンター　２階大会議室

日時：12月20日（日） 13：30～15：30
場所：小田原百貨店山北店（イートインコーナー付近）
※お越しいただく際は、マスクの着用にご協力をお願いします。

おしゃべりカフェは
毎月２０日開催！

◆ 山北駅前交
番は、あるこ

とで防犯効果
に

つながる。議
会も何らかの

策を考えて

対応して欲し
い。

◆ おしゃべり
カフェの開催

目的とその主
旨

はなにか。

◆ 今議会が一
番やらなけれ

ばならないこ
と

は、チェック機
能を発揮する

ことだ。

議　会

◆ 社協のお出かけ号の使い勝手が悪い。
早急に改善すべきだ。◆ 生涯学習センターの休館日を廃止したら
どうか。

◆ 住んでもらうには特色がなければだめ。
生半可なことでは人口は増えない。

その他

◆ とれたて山ちゃん等の直売所のコロナ対応に関連して保障はないのか。◆ 災害が発生したとき、直接的な農業への保障がない。農業に対する保障があっても良いのではないか。◆ 道の駅、山ちゃんの連絡協議会が現在機能していない。行政の応援をお願いする。◆ 農業の基幹産業としてオリーブ栽培に注力しているが、町とJA技術センターの連携があまりなく、鹿の食害もあり基幹産業として厳しい状況だ。

農業関係

やまきた町議会

おしゃべり Cafe

※本紙面では、それぞれであがった
一部を抜粋してご紹介します。

※詳細な意見はホームページで
閲覧できます。

№２０２議会のおと
　　　　　広報モニターアンケート

15名の議会広報モニターの皆様から、前号のアンケートに回答していただきました。
毎回沢山のご意見やご指摘、アイデアをいただきすぐ取り入れられるものは早速編集
に活かしております。すべてのご意見を載せられず残念ですが、一部をご紹介します。

※

全
集
計
結
果
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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◆
議
員
さ
ん
を
キ
ャ
ラ
に
し

た
マ
ン
ガ
の
ペ
ー
ジ
が
あ

る
と
ウ
ケ
る
と
思
う
。

◆
町
内
地
区
の
名
称
が
紙
面

に
よ
く
出
て
く
る
が
、
町

民
で
も
知
ら
な
い
地
区
も

あ
る
。
例
え
ば
毎
回
一
つ

の
地
区
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
、
写
真
入
り
の
シ

リ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー
を
作
る

と
か
は
ど
う
か
。

～議会だよりを多くの人に読んでもらう　
ためにどのような紙面にしたらいいか～

◆
表
紙
に
は
「
や
ま
き
た
ま
ち
議

会
だ
よ
り
」
各
ペ
ー
ジ
は
「
や

ま
き
た
議
会
だ
よ
り
」
と
表
記

さ
れ
て
い
る
、
ど
ち
ら
か
に
統

一
し
た
ら
ど
う
か
？

◆
前
号
と
比
べ
、
見
出
し
の
文
字

が
少
し
太
め
で
濃
い
フ
ォ
ン
ト

に
な
っ
て
い
て
、
よ
り
み
や
す

く
な
っ
て
良
か
っ
た
。

～表紙裏表紙について～

◆
見
出
し
の
つ
け
方
が
良
い
と
思

う
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

な
さ
れ
て
い
る
の
だ
な
と
わ
か

る
し
、
実
際
に
具
体
的
な
良
い

動
き
に
つ
な
が
り
そ
う
だ
と
期

待
が
持
て
る
。

◆
年
度
ご
と
の
委
員
会
な
の
か
、

議
員
全
員
が
関
わ
っ
て
い
る
の

か
、
成
果
は
ど
こ
で
公
表
さ
れ

る
の
か
、
気
に
な
っ
た
。

～あり方検？について～

◆
質
問
項
目
は
、
と
て
も
良
い
と
思

う
が
、
解
答
内
容
に
具
体
性
が
無

く
読
ん
で
も
面
白
み
が
な
い
。

◆
継
続
し
て
読
む
こ
と
で
「
あ
あ
堀

口
さ
ん
ね
」「
和
田
さ
ん
ね
」み
た

い
に
キ
ャ
ラ
が
分
か
っ
て
く
る
の

で
、前
回
よ
り
面
白
く
拝
読
し
た
。

◆※

注
釈
は
辞
書
か
ら
引
用
し
た
様

で
も
っ
と
わ
か
り
や
す
い
説
明
を

し
た
ら
ど
う
か
。

◆
も
っ
と
個
性
が
あ
っ
て
も
良
い
と

思
う
。

～一般質問について～



　議会では「議会のあり方検討委員会」を通

じて、議会の見える化・見せる化をテーマに

議会改革を進めています。

　その中の大きなテーマとして、議員定数や

報酬、なり手不足があげられます。山北町議

会が新体制となり、前半2年が経過しようと

しています。残りの後半2年間で、議会改革

の取り組みについて、しっかりと答えを出さ

なくてはなりません。

　そこで、町村議会のあり方について研究を重ね、町村議会サポーターやアドバイザーを務める江

藤教授を迎え、議員定数を含めた議会改革について研修を受けました。

　「議会活動の根本にあるのは、地域民主主義の実現である」「住民とともに歩み、信頼される議会

を作ることで、定数や報酬の課題もともに解決できるはずである」との講義でありました。

研修を通じ議会としても、これまでより町民との対話の場を増やしながら、地域民主主義を実現さ

せ、信頼される議会を作ってまいります。
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「議会タブレット研修会」
令和2年9月28日（月） 山北町役場
東京インタープレイ㈱　キ  ム  氏 他2社3名

「議会改革」住民と歩む議会
住民に信頼される議会をつくる
令和2年9月24日（木） 山北町役場

山梨学院大学法学部・大学院教授　江 藤 俊 昭  氏

信頼される議会を目指し、議会改革に

タブレットを活かし、効果的な議会活動を

研修会レポート 2

あり方検？ってなんだ？？

委員長の つ・ぶ・や・き
　あり方検（議会のあり方検討委員会）を今後はあり検と呼
ばせていただきます。現在、３つの小委員会が目標に向かっ
て活動を展開中です。（表参照）
　あり検の活動目標のもう一つに「議員の働き方改革」を掲げ
ています。まずは、議員の事務室となる「ミーティングルーム」
を議員控え室の一角に設けました。そこを利用して議員の研修
会を開いたり、事務仕事もできます。また、町民の皆さんと懇
談したり、相談活動もできます。
　ゆくゆくはコーヒーメーカーなんかも置きたいな、コピー機
も必要だな、LANの設備も欲しいな……コーヒーカップ片手に
町の将来を語り合うのもいいだろうな……なりたい人が誰でも
議員に挑戦できる「山北町議会」を作っていきます。

活　動　状　況

山北高校との連携を進めている。10月に学校訪問をし、授業の参観、意見
交換を行う。

湯河原町議会のタブレット使用状況を視察。町の職員も交えて議会主催の
「タブレット研修会」を行い、議会でのタブレット導入の検討を進めている。

町の皆さんの意見を集めるため 「議会アンケート調査」 を実施予定。

小委員会名

次 世 代 育 成

I C T 活 用

定 数 問 題

　

町
民
の
み
な
さ
ま
の
議
会
に
対
す
る
考
え
や
意

見
を
お
聞
き
し
、
今
後
の
議
会
の
あ
り
方
に
反
映

さ
せ
る
と
と
も
に
、
開
か
れ
た
議
会
に
よ
る
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
全
世
帯
を
対
象
に
し

た
議
会
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
11
月
16
日
の
自
治
会
配
付
物
を

通
じ
て
全
戸
配
付
し
ま
す
。
ま
た
、
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
回

答
も
で
き
ま
す
の
で
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

議
会
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　
　
　
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

小委員会活動中

研修会レポート 1

【実施期間】
　令和２年１１月１６日～１１月３０日

【回答方法】
アンケート回収ボックスに投函又は議会ホー
ムページから回答

【アンケート回収ボックス設置場所】
役場庁舎、三保支所、清水支所、生涯学習セ
ンター、健康福祉センター、共和のもりセン
ター、小田原百貨店山北店、ふるさと交流セ
ンター、社会福祉協議会

　※議員へご連絡いただければ回収に伺います。

清 水 委員長
（年齢不明）

（山北地区中下清水在住）
好きな食べ物は
あんぱん、バナナ

　ここ数年、議会のICT化推進を検討してい

る一環で、今回はタブレット導入の検討とい

うことで研修を行いました。テレビ会議シス

テムを利用して東京からの講義研修で、質問

応答も問題なく行われました。全国の300自

治体で実績のあるペーパーレス会議システム

の説明を受け、実際にタブレットを使った会

議資料閲覧やメモ書き込み、キーワード検索

などを体験しました。

　膨大な紙資料を持ち歩かず、町民対話をス

ムーズにできるよう、合理的な情報機器の活

用を今後も検討してまいります。



最
高
で
最
輝
な

　
　
　

最
後
の
小
学
校
生
活
を

三
保
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長　

湯
川

浩
一
さ
ん
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今
年
度
の
三
保
小
学
校
は
、

１
年
生
３
人
、
３
年
生
２
人
、

５
年
生
４
人
、
６
年
生
１
人
の

合
計
10
人
、
ま
た
家
庭
数
は
５

世
帯
で
、
今
い
る
メ
ン
バ
ー
全

員
が
一
つ
に
な
り
最
後
の
１
年

間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
27
日
は
、
幼
稚
園
児
１
人
を
加
え
た
11
人
と
保
護

者
、
卒
業
生
、
地
域
、
来
賓
の
方
々
な
ど
総
勢
１
０
０
人

を
超
え
る
人
た
ち
が
、
最
後
の
運
動
会
を
盛
り
上
げ
よ
う

と
集
ま
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
的
に
講
じ
た
例
年
と
違

う
運
動
会
で
し
た
が
、
様
々
な
場
面
で
見
ら
れ
た
子
ど
も

た
ち
の
最
高
で
最
輝
な
笑
顔
は
、
い
つ
ま
で
も
参
加
し
た

皆
さ
ん
の
記
憶
に
残
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

三
保
小
学
校
は
令
和
２
年
度
を
も
っ
て
、
１
４
６
年
の

長
い
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
す
。
閉
校
ま
で
あ
と
数
か
月
、

三
保
っ
子
た
ち
と
楽
し
い
思
い
出
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

秋
風
が
心
地
よ
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
実
り

の
秋
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
も
露
と
も
せ
ず
、

黄
金
色
の
頭
を
垂
れ
収
穫
を
迎
え
た
稲
穂
を
み
る

と
ホ
ッ
と
一
安
心
し
あ
り
が
と
う
と
言
い
た
く
な

り
ま
す
。

　

今
回
は
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
か
ら
ご

意
見
を
い
た
だ
い
て
２
回
目
の
編
集
に
な
り
ま
す
。

　

発
行
ま
で
に
内
容
、
割
り
付
け
を
決
め
る
と
こ

ろ
か
ら
５
回
ほ
ど
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
気
が
付
か
な
い
点
、
な
る
ほ
ど
！
と
い

う
ご
意
見
、
ご
指
摘
を
い
た
だ
き
ハ
ッ
と
さ
せ
ら

れ
、
ご
協
力
の
有
難
み
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
掲
載
量
が
多
く
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
編
集

を
は
じ
め
て
初
の
24
ペ
ー
ジ
と
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ

り
ま
す
。
読
み
ご
た
え
が
あ
り
ま
す
が
、
隅
々
ま

で
お
読
み
い
た
だ
き
モ
ニ
タ
ー
で
な
い
皆
様
も
ご

意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。　

（
冨
田
陽
子
）

編
集
後
記

広
報
分
科
会　
　
　
　

会　

長　

冨
田
陽
子

副
会
長　

堀
口
恵
一

委　

員　

和
田
成
功

清
水　

明

児
玉
洋
一

遠
藤
和
秀

山北町ホームページ

議会ホームページ

→町議会のアイコンをクリック

庁舎内テレビでも放映しています
お問い合わせ
議会事務局75-3653

議会の傍聴においでください議会の傍聴においでください
第４回定例会（予定）

12月7日（月）～12月7日（月）～




